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１．当中間期決算に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

平成 29 年度上半期の国内経済は、４－６月期の実質 GDP 成長率(２次速報値)が年率＋2.5%と６四半期連続の

プラス成長となるなど、緩やかな回復の動きが続きました。個人消費は雇用所得環境の改善やそれに伴う消費者

マインドの改善により緩やかに持ち直し、設備投資は好調な企業業績を背景に増加しました。また、生産や公共

投資は持ち直し、有効求人倍率は高水準で推移しました。一方、住宅投資は横ばい圏内で推移しました。先行き

は、緩やかな回復基調が続くことが期待されます。 

県内経済は、緩やかな持ち直しの動きとなりました。個人消費や住宅着工は横ばい圏内の動きとなりました。

また、公共工事は大型工事の発注、設備投資は大手製造業の牽引等により前年を上回る水準となり、有効求人倍

率は高水準で推移しました。一方、生産活動は一部に弱さがみられ、観光は、昨年４月に発生した熊本地震によ

る落ち込みの反動等から年度当初は持ち直しの動きとなりましたが、７月に九州北部豪雨、９月に台風 18 号に

よる水害と大規模な災害が相次ぎ、一部でその影響がみられています。 

このような経済環境の中で、当行グループは積極的な営業活動を展開し、業績向上に努めました結果、次のよ

うな結果となりました。 

連結ベースの経常収益は、貸倒引当金戻入益の増加によるその他経常収益の増加により、前年同期比 23 億 72

百万円増加し、318億 84百万円となりました。一方、経常費用は、営業経費は減少したものの、金融派生商品費

用の増加等によるその他業務費用の増加により、前年同期比３億９百万円増加し、231億 77百万円となりました。 

この結果、経常利益は、前年同期比 20 億 63 百万円増加し、87 億７百万円となりました。また、親会社株主

に帰属する中間純利益は、前年同期比 12億 67百万円増加し、65億 40百万円となりました。 

 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

（資産、負債等の状況） 

・預金等 

預金及び譲渡性預金の合計残高は、前連結会計年度末比 639億円増加し、２兆 8,957億円となりました。 

・貸出金 

貸出金残高は、県内の公共向け貸出及び県外貸出金が減少したものの、県内事業性貸出、個人ローン及び外貨

貸出が増加したため、前連結会計年度末比 69億円増加し、１兆 7,394億円となりました。 

・有価証券 

有価証券残高は、ポートフォリオ・リバランスの推進により、外国証券及び株式が増加したものの、国債及び

社債が減少したため、前連結会計年度末比 153億円減少し、１兆 1,067億円となりました。 
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（３）連結業績予想に関する定性的情報 

当中間期の実績及び足元の状況を踏まえ、平成 29 年８月７日に公表しました業績予想を次のとおり修正して

おります。 

① 平成 30年３月期の連結業績予想（平成 29年４月１日～平成 30年３月 31日）   （単位：百万円） 

 
経常収益 経常利益 

親会社株主に帰属

する当期純利益 

前 回 発 表 予 想  （Ａ） 59,100 10,600 7,700 

今 回 修 正 予 想  （Ｂ） 60,700 12,500 8,900 

増   減   額   （Ｂ－Ａ） 1,600 1,900 1,200 

増   減   率    （％） 2.7 17.9 15.6 

(ご参考)前期実績（平成 29年３月期） 58,980 10,159 7,540 

 

② 平成 30年３月期の個別業績予想（平成 29年４月１日～平成 30年３月 31日）   （単位：百万円） 

 
経常収益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想  （Ａ） 49,000 9,600 7,100 

今 回 修 正 予 想  （Ｂ） 50,300 11,500 8,200 

増   減   額   （Ｂ－Ａ） 1,300 1,900 1,100 

増   減   率    （％） 2.7 19.8 15.5 

(ご参考)前期実績（平成 29年３月期） 49,013 9,135 6,927 

業績予想の前提として、日経平均株価を 18,000 円～22,000 円、与信費用を連結△30 億円、単体△33 億円と

予想しております。 

なお、業績予想については、当行が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づい

ており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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２．中間連結財務諸表

（１）中間連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当中間連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部

現金預け金 220,844 263,076

コールローン及び買入手形 10,097 5,072

買入金銭債権 7,855 6,167

商品有価証券 33 28

金銭の信託 7,864 15,174

有価証券 1,122,147 1,106,765

貸出金 1,732,482 1,739,453

外国為替 4,093 5,898

リース債権及びリース投資資産 17,006 16,483

その他資産 61,132 50,725

有形固定資産 33,878 33,517

無形固定資産 2,740 2,232

退職給付に係る資産 9,812 9,751

繰延税金資産 1,030 1,029

支払承諾見返 10,555 10,410

貸倒引当金 △30,539 △25,722

資産の部合計 3,211,036 3,240,066

負債の部

預金 2,688,627 2,669,054

譲渡性預金 143,107 226,673

コールマネー及び売渡手形 33,657 11,273

売現先勘定 11,216 32,203

債券貸借取引受入担保金 37,651 16,884

借用金 28,657 8,491

外国為替 24 699

新株予約権付社債 11,219 11,273

その他負債 40,004 32,948

賞与引当金 995 1,010

退職給付に係る負債 7,955 7,606

役員退職慰労引当金 53 25

睡眠預金払戻損失引当金 1,541 1,306

繰延税金負債 1,654 4,506

再評価に係る繰延税金負債 4,701 4,701

支払承諾 10,555 10,410

負債の部合計 3,021,623 3,039,069

純資産の部

資本金 19,598 19,598

資本剰余金 13,799 13,788

利益剰余金 127,197 133,187

自己株式 △2,349 △2,312

株主資本合計 158,245 164,262

その他有価証券評価差額金 25,081 30,083

繰延ヘッジ損益 △918 △813

土地再評価差額金 9,035 9,035

退職給付に係る調整累計額 △2,248 △1,806

その他の包括利益累計額合計 30,950 36,498

新株予約権 163 182

非支配株主持分 53 54

純資産の部合計 189,413 200,997

負債及び純資産の部合計 3,211,036 3,240,066
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

中間連結損益計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

経常収益 29,512 31,884

資金運用収益 18,329 18,339

（うち貸出金利息） 11,862 11,581

（うち有価証券利息配当金） 6,317 6,667

役務取引等収益 4,276 4,339

その他業務収益 4,955 5,091

その他経常収益 1,950 4,113

経常費用 22,868 23,177

資金調達費用 693 789

（うち預金利息） 295 235

役務取引等費用 822 824

その他業務費用 4,961 5,762

営業経費 16,225 15,711

その他経常費用 164 89

経常利益 6,644 8,707

特別利益 20 0

固定資産処分益 20 0

特別損失 21 15

固定資産処分損 21 15

税金等調整前中間純利益 6,643 8,692

法人税、住民税及び事業税 2,035 1,755

法人税等調整額 △666 395

法人税等合計 1,368 2,151

中間純利益 5,274 6,540

非支配株主に帰属する中間純利益 1 0

親会社株主に帰属する中間純利益 5,273 6,540
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中間連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

中間純利益 5,274 6,540

その他の包括利益 △5,355 5,548

その他有価証券評価差額金 △5,940 5,002

繰延ヘッジ損益 196 104

退職給付に係る調整額 388 442

中間包括利益 △80 12,089

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 △81 12,089

非支配株主に係る中間包括利益 1 0
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（３）中間連結株主資本等変動計算書

前中間連結会計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 19,598 13,809 120,463 △2,375 151,495

当中間期変動額

剰余金の配当 △550 △550

親会社株主に帰属する

中間純利益
5,273 5,273

自己株式の取得 △1 △1

自己株式の処分 △9 30 21

土地再評価差額金の取崩 235 235

株主資本以外の項目の

当中間期変動額（純額）

当中間期変動額合計 ― △9 4,958 29 4,978

当中間期末残高 19,598 13,799 125,422 △2,346 156,473

その他の包括利益累計額

新株予約権
非支配

株主持分
純資産合計その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

土地再評価

差額金

退職給付

に係る

調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 32,279 △1,161 9,329 △3,975 36,471 130 50 188,148

当中間期変動額

剰余金の配当 △550

親会社株主に帰属する

中間純利益
5,273

自己株式の取得 △1

自己株式の処分 21

土地再評価差額金の取崩 235

株主資本以外の項目の

当中間期変動額（純額）
△5,940 196 △235 388 △5,589 32 1 △5,555

当中間期変動額合計 △5,940 196 △235 388 △5,589 32 1 △577

当中間期末残高 26,339 △964 9,094 △3,587 30,881 163 51 187,570
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当中間連結会計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 19,598 13,799 127,197 △2,349 158,245

当中間期変動額

剰余金の配当 △550 △550

親会社株主に帰属する

中間純利益
6,540 6,540

自己株式の取得 △2 △2

自己株式の処分 △11 40 28

株主資本以外の項目の

当中間期変動額（純額）

当中間期変動額合計 ― △11 5,990 37 6,016

当中間期末残高 19,598 13,788 133,187 △2,312 164,262

その他の包括利益累計額

新株予約権
非支配

株主持分
純資産合計その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

土地再評価

差額金

退職給付

に係る

調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 25,081 △918 9,035 △2,248 30,950 163 53 189,413

当中間期変動額

剰余金の配当 △550

親会社株主に帰属する

中間純利益
6,540

自己株式の取得 △2

自己株式の処分 28

株主資本以外の項目の

当中間期変動額（純額）
5,001 104 ― 442 5,548 18 0 5,567

当中間期変動額合計 5,001 104 ― 442 5,548 18 0 11,584

当中間期末残高 30,083 △813 9,035 △1,806 36,498 182 54 200,997

　

　

（４）継続企業の前提に関する注記

　 該当事項はありません。
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３．中間財務諸表

（１）中間貸借対照表

(単位：百万円)

前事業年度
(平成29年３月31日)

当中間会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部

現金預け金 220,730 262,137

コールローン 10,097 5,072

買入金銭債権 7,855 6,167

商品有価証券 33 28

金銭の信託 7,864 15,174

有価証券 1,126,223 1,110,868

貸出金 1,738,994 1,745,947

外国為替 4,093 5,898

その他資産 52,787 42,325

その他の資産 52,787 42,325

有形固定資産 32,129 31,765

無形固定資産 2,611 2,105

前払年金費用 11,505 10,922

支払承諾見返 10,533 10,391

貸倒引当金 △28,280 △23,338

資産の部合計 3,197,179 3,225,468

負債の部

預金 2,696,186 2,674,074

譲渡性預金 147,107 232,773

コールマネー 33,657 11,273

売現先勘定 11,216 32,203

債券貸借取引受入担保金 37,651 16,884

借用金 21,817 1,598

外国為替 24 699

新株予約権付社債 11,219 11,273

その他負債 31,956 25,474

未払法人税等 ― 1,190

リース債務 241 194

資産除去債務 252 254

その他の負債 31,462 23,835

賞与引当金 891 909

退職給付引当金 6,182 5,956

睡眠預金払戻損失引当金 1,541 1,306

繰延税金負債 2,639 5,297

再評価に係る繰延税金負債 4,701 4,701

支払承諾 10,533 10,391

負債の部合計 3,017,325 3,034,817

純資産の部

資本金 19,598 19,598

資本剰余金 10,613 10,602

資本準備金 10,582 10,582

その他資本剰余金 31 19

利益剰余金 118,678 124,343

利益準備金 10,431 10,431

その他利益剰余金 108,247 113,912

固定資産圧縮積立金 112 112

別途積立金 99,830 105,830

繰越利益剰余金 8,305 7,970

自己株式 △2,349 △2,312

株主資本合計 146,540 152,231

その他有価証券評価差額金 25,031 30,015

繰延ヘッジ損益 △918 △813

土地再評価差額金 9,035 9,035

評価・換算差額等合計 33,148 38,237

新株予約権 163 182

純資産の部合計 179,853 190,651

負債及び純資産の部合計 3,197,179 3,225,468
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（２）中間損益計算書

(単位：百万円)
前中間会計期間

(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当中間会計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

経常収益 24,705 26,837

資金運用収益 18,256 18,121

（うち貸出金利息） 11,637 11,361

（うち有価証券利息配当金） 6,469 6,670

役務取引等収益 3,934 3,976

その他業務収益 500 427

その他経常収益 2,014 4,312

経常費用 18,539 18,633

資金調達費用 674 776

（うち預金利息） 296 235

役務取引等費用 1,065 1,082

その他業務費用 1,111 1,654

営業経費 15,550 15,039

その他経常費用 137 81

経常利益 6,166 8,203

特別利益 20 ―

特別損失 21 14

税引前中間純利益 6,165 8,189

法人税、住民税及び事業税 1,822 1,571

法人税等調整額 △677 402

法人税等合計 1,144 1,974

中間純利益 5,020 6,214
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（３）中間株主資本等変動計算書

前中間会計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
その他

資本剰余金

資本剰余金

合計
利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金

合計固定資産

圧縮積立金
別途積立金

繰越利益

剰余金

当期首残高 19,598 10,582 40 10,623 10,431 112 91,830 10,184 112,557

当中間期変動額

剰余金の配当 △550 △550

中間純利益 5,020 5,020

自己株式の取得

自己株式の処分 △9 △9

別途積立金の積立 8,000 △8,000 ―

土地再評価差額金の取崩 235 235

株主資本以外の項目の

当中間期変動額（純額）

当中間期変動額合計 ― ― △9 △9 ― ― 8,000 △3,294 4,705

当中間期末残高 19,598 10,582 31 10,613 10,431 112 99,830 6,890 117,263

株主資本 評価・換算差額等

新株予約権 純資産合計
自己株式

株主資本

合計

その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

土地再評価

差額金

評価・換算

差額等合計

当期首残高 △2,375 140,403 32,248 △1,161 9,329 40,416 130 180,951

当中間期変動額

剰余金の配当 △550 △550

中間純利益 5,020 5,020

自己株式の取得 △1 △1 △1

自己株式の処分 30 21 21

別途積立金の積立 ― ―

土地再評価差額金の取崩 235 235

株主資本以外の項目の

当中間期変動額（純額）
△5,932 196 △235 △5,971 32 △5,938

当中間期変動額合計 29 4,725 △5,932 196 △235 △5,971 32 △1,212

当中間期末残高 △2,346 145,128 26,315 △964 9,094 34,445 163 179,738
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当中間会計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
その他

資本剰余金

資本剰余金

合計
利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金

合計固定資産

圧縮積立金
別途積立金

繰越利益

剰余金

当期首残高 19,598 10,582 31 10,613 10,431 112 99,830 8,305 118,678

当中間期変動額

剰余金の配当 △550 △550

中間純利益 6,214 6,214

自己株式の取得

自己株式の処分 △11 △11

別途積立金の積立 6,000 △6,000 ―

株主資本以外の項目の

当中間期変動額（純額）

当中間期変動額合計 ― ― △11 △11 ― ― 6,000 △335 5,664

当中間期末残高 19,598 10,582 19 10,602 10,431 112 105,830 7,970 124,343

株主資本 評価・換算差額等

新株予約権 純資産合計
自己株式

株主資本

合計

その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

土地再評価

差額金

評価・換算

差額等合計

当期首残高 △2,349 146,540 25,031 △918 9,035 33,148 163 179,853

当中間期変動額

剰余金の配当 △550 △550

中間純利益 6,214 6,214

自己株式の取得 △2 △2 △2

自己株式の処分 40 28 28

別途積立金の積立 ― ―

株主資本以外の項目の

当中間期変動額（純額）
4,984 104 ― 5,088 18 5,107

当中間期変動額合計 37 5,690 4,984 104 ― 5,088 18 10,797

当中間期末残高 △2,312 152,231 30,015 △813 9,035 38,237 182 190,651
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